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私は、心理学に少し興味があり、各国の幸福度ランキングを見ることによって、自分が生活している地域からずっと遠い地を想像することが好きだ。
　そこで私は以前から少し気になると思っていたことがある。それは税金が高い国ほど幸福度が高いということだ。北欧はその代表的な例である。北欧は、大きな政府を実践している国々であり、国民の幸福度が世界トップレベルの位置にランク付けされている。国民はたくさん税金を払っていて負担が大きいのにどうして幸福度が高いのかを今回探ってみることにする。
　まず一つ目の要因として、高税率・高福祉に対する国民の理解であると思う。社会保障を負担する側の若い世代は、高額な税金の支払いによって大きく収入が減ってしまうことに対しての不満が少ないという。理由として考えられるのは、政治や行政への国民の信頼が厚いということだ。支払ったお金が自分たちに戻ってきたり還元されたりしているということが明確であるため、高い税率でも納得して支払える。加えて、社会福祉の面で自分の将来が不安になることが少ないため、心の余裕にもつながっているのではないかと考える。 　　
二つ目は、社会全体の格差が小さくなるということだ。小さな政府が行き過ぎてしまうと自己負担の金額が大きくなって自分の体の健康や教育などもままならなくなり、経済も安定せず、国民も自分がもしそうなったらどうしようという不安を少なからず持っているはずだ。そうなると格差が生まれ、差別も起こる可能性がある。しかし、大きな政府は、社会全体で個人の負担を減らしているため、国民の間に格差が少なく、比較的平等な水準で暮らせて幅広い層の国民の幸福度が高いのだと気付いた。
最後に、政府が景気が悪いときに経済を支えることができることだ。経済危機になるたびにすぐに復活できるため、国民の生活は安定する。将来の見通しが立ちやすくなり、前向きな考え方ができるようになると思う。また、自分たちの収入の多くが国の政治に使われることで自治意識が強くなり国民が主権を握るという流れも生まれて、国の豊かさが増していく。
今回は三つの要因について考えたが、他にもまだたくさんあると思うし、考えることをやめないで自分も税について自分ごととして考えることが大切だと思った。そして、今の日本は北欧と違い、少子高齢化が進んでいるため働く人口が少なく大きな政府を実践するには難しいということもある。日本の幸福度は、税の仕組みによってどう向上させていけるか注目し続けたい。
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